	線材二次製品製造業（鉄線・針金・釘）


平成22年以降、需要が緩やかに回復し、一部品目では材料価格上昇分の販売価格への転嫁も進んだため、生産高はやや回復した。ただし、輸入品のシェアが高まっているため、生産高の伸びは小幅にとどまっている。収益面では、材料価格が上昇傾向にある中、販売価格は弱含みであり、厳しい状況となっている。
業界概要　

線材二次製品は鉄鋼の線材を、鉄線・針金・釘に伸線・加工して製造される。鉄線の製造は、線材の酸洗い又はデスケーラー（機械研磨）による酸化皮膜の除去の後、伸線（ダイスに通して伸線機により引き抜く）が行われる。この鉄線を焼鈍したのが、なまし鉄線であり、さらに、亜鉛めっきしたのが針金である。
鉄線の用途は、コンクリート補強用、機械類等の部材で、加工されて釘となる。なまし鉄線は古紙や建設現場の足場の結束用等である。針金はフェンス、店装用（商品陳列棚等）、調理器具（グリル）、有刺鉄線等に使用される。また、冷間圧造用炭素鋼線（特殊鋼）の用途は、主にねじ用の鉄線である。
21年における大阪府の産出事業所数及び出荷額は、普通鋼鋼線（鉄線）で30事業所、513億44百万円（対全国比はそれぞれ35.7％、34.8％）、鉄特殊釘で10事業所、44億82百万円（同32.3％、28.7％）となっており、大阪府の対全国比は各品目とも全国第１位である（経済産業省『工業統計表（品目編）』、従業者４人以上の事業所）。
生産はやや回復
22年の生産高は前年比でやや増加した。これは需要の緩やかな回復に加え、21年の落ち込みが大きかった反動である。このほか、22年春の材料価格上昇分の販売価格への転嫁が進んだ品目があったことも寄与した。ただし、生産高がそれほど伸びなかったのは、輸入品のシェアが高まった影響が大きい。
品種別にみると、建設向け鉄線のうちコンクリート補強用等では輸入鉄線のウェイトが高まっており、需要は横ばいであるが、生産は弱含みである。
針金は建設向けフェンス、小売店の商品陳列棚、機械類の部材等で動きがみられる。なまし鉄線は建設用は弱含みであるが、古紙結束用が堅調である。
釘では輸入品のシェアが高まる

釘は住宅建築の持ち直しにより、22年は需要が回復した。ただし、輸入品のシェアが高まっているため、生産は伸びていない。主な調達先である中国には、日本の釘メーカーの技術指導によってJIS規格を取得した釘工場があり、現在、これら工場に生産委託して、輸入されるのは、普通釘から自動釘打機用連結釘まで多品種にわたる。これら中国工場に生産委託するのは、釘メーカーであるが、近年は問屋が直接、生産委託する例もみられる。こうした中、現在、国内生産される釘は特殊釘（コンクリート釘等）及び小ロット・短納期の製品が中心である。
なお、釘メーカーが生産拡大に慎重である背景には、住宅建築において、釘の替わりに木ねじを使用する例が増えていることも一因となっているようである。

収益は厳しい
22年春の材料価格上昇分の製品価格への転嫁は、冷間圧造用炭素鋼線では、ねじ用鉄線の需要が堅調であったため順調に進んだ。しかし、他の線材二次製品では輸入品との価格競争もあり転嫁は難航している。
線材価格は鉄鋼原料である鉄鉱石、鉄スクラップの大幅な上昇を背景に23年春、値上げが発表された。当業界の仕入価格へ反映されるのは、１～２か月先となるが、製品価格への転嫁が困難な状況が続いているため、収益面で一層の厳しさが予想される。
設備投資、雇用は一部で回復
　ここ数年、生産体制の見直しを行う企業がみられ、普通鉄線や普通釘の生産からの撤退、釘メーカーでは伸線工程の外注化といった例がみられてきた。ただし、撤退の一方で、輸入品との競合が少ない品種への取組が重要となり、亜鉛めっき鉄線や冷間圧造用炭素鋼線を製造する一部企業では、設備の更新等、前向きの動きがみられる。
　雇用面では、21年に従業員数を減らし過ぎたという企業が少なからずみられ、22年、23年と中途者、新卒者を採用し、増員となっている企業がみられる。
今後の見通し
東日本大震災に関連して、ねじ用鉄線を扱う企業では、これまで順調に推移してきた自動車関連向けの受注に影響がみられる。一方、仮設住宅向けのボルトや締結針用の鉄線では荷動きがみられている。　　　　　　　　　　　　　　　

（松岡　信明）
[image: image1.emf]鉄線 針金 特殊釘 普通線材 針金 釘

　　　20年 562,109 116,594 47,784　　　20年 169,959 36,765 64,113

　　　21年 404,585 70,823 32,801　　　21年 195,990 44,161 57,062

　　　22年 451,035 92,338 40,729　　　22年 218,459 45,812 73,974
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